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修士論文要旨
通常学級に在籍する自閉症スペクトラム障害児に対する支援の検討
一　学級で係わり合いのある周囲の子どもに焦点をあてて　一
ExaminationoftheSupporttotheChildwithAutisticSpectrumDisorderinRegularClass
－FocusonthechildoftheexistingcircumferencewhichisinvoIvedinaclass－
飯田
【問題と目的】
自閉症は、社会性、コミュニケーション、想像力の障害
の3つの特徴を主とした行動上の障害である（APA、
1994）。これらの行動特徴を示す自閉症スペクトラム障害
の中でも、知的な遅れを伴わない場合は通常の学級に在籍
していることが多い。文部科学省（2004）は、通常の学級
に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒への対
応を積極的に行うことの必要性を提言した。通常学級にお
いては、対象児と教師など大人との個別の関係だけではな
くて　同じ学級で生活する周囲の子どもたちの存在があり、
その存在が対象児に与える影響は大きい。しかしながら、
通常の学級に在籍している自閉症スペクトラム障害の子ど
もたちへの対応やその学級への配慮は、学級担任の経験的
な対応に任されており、周囲の子どもたちを考慮に入れた
アプローチについて検討した研究はほとんど見られない。
そこで本研究では、通常の学級において、問題行動を示す
子どもへの丸応について、周囲の子どもたちを考慮に入れ
たアプローチを検討するために、経験を生かして対応して
いる学級担任へのインタビューを行い（研究I）、周囲の子
どもたちへのアプローチを含む学級における支援検討を行
なった（研究Ⅱ）。
研究I：問題行動への学級内対応の記述的検討
【目　的】　問題行動を示す児童を担当したことのある教
員に対しインタビュー調査を行い、問題行動に対する対応
と周囲の子どもたちへの対応を三項随伴性の観点から検討
した。
【方　法】　面接対象者：首都圏公立小学校に勤務する教
諭2名。昌0代女性＿、勤続年数25～30年であった。手続き：
半構造化面接で、問題行動と望ましい行動について三項随
伴性に基づいた質問がなされた。
【結果と考察】　インタビューで挙げられた対応は、対象
児童への対応、周囲の子どもたちへの対応ともに応用行動
分析の枠組みから理解が可能であった。対象児童だけでな
く、周囲の子どもたちの行動に対しても随伴性を考慮に入
れ、アセスメントを行った上での支援方法の必要性が示唆
された。
研究Il：自閉症スペクトラム障害の行動特徴を
有する児童の在篇学級に対する支援
【目　的】　通常学級内において、対象児童に対する支援
とともに、影響を与えている周囲の子どもの行動に対して
もアプローチを行い、対象児童の行動への効果を検討した。
【方　法】　対象児童：首都圏の公立小学校、通常学級在
綾（命aIida）　　　　　指導：嶋田　洋徳
籍の1年生。自閉症スペクトラム障害の行動特徴を有して
いる男児。問題の同定と分析：帰りの支度において時間が
かかり、学級全体を待たせる状況であった。アセスメント
の結果、強化子が存在しないために、支度従事行動が成立
しにくいと考えられた。個別介入の実施：トークンエコノ
ミー法を採用し、支度を時間内に終わらせることに対する
強化子を用意した。
仲間対象児：対象児童と係わり合いの多い男児1名、女児
2名。行動の同定と分析：対象児童が支度に時間がかかる
際、周囲の子どもが支度をかわりにしてくれる様子が観察
された。支度を促す行動に置き換わることで、対象児童の
支度従事行動を促進すると考えられた。アセスメントから
行動を促すかかわりを指導されておらず、促した際に対象
児童が反応せず、支度が速く終わらないといった点で、行
動が生起しにくいと仮説を立てた。集団介入の実施：相互
依存型集団随伴性トークンエコノミー法を実施した。働き
かけ行動を促すとともに、働きかけ行動に対する強化随伴
性の操作を行なった（Figure）。
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Figure期待される仲間対象児の変化と対象児童への影響
【結果と考察】　個人介入の効果：支度行動への介入とし
て強化随伴性の操作を実施した結果、学級内での適応的な
時間内に帰りの支度を終わらせることができるようになっ
た。学級内支援においてアセスメントを用いた上での支援
方法の検討、実施を行なうことの有効性が確認された。集
団介入の効果：アセスメントに基づいて実施した周囲の子
どもたちに対する強化随伴性の操作によって、対象児童へ
の働きかけ行動を促進し、それに対する対象児童の応答率
が増加傾向を示した。学級に在籍する周囲の子どもたちの
行動に対しても、アセスメントに基づいて、外的強化子を
随伴させることによって、対象児童への適切な対応を形成
することが可能となり、対象児童の行動にも影響を及ぼす
ことが示唆された。
【総合考察】周囲の子どもたちを考慮に入れた学級内介
入において、対象児童、周囲の子どもにおける随伴性のア
セスメントに基づく介入の実施が有用であった。
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